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京都女子大学家政学部生活福祉学科に着任して 11 年
目になる。2004 年 4 月にそれまでに過ごした環境から
全く違った新設学科に来て随分楽であることに感激し
た。それまでは早朝から午後にかけて週 2 回の外来診
察担当，3 時間に及ぶ週 1 回の病棟総回診，週 1 ～ 2 回




































































































る。これは Reuter に取り上げられ［図 7］，米国の ABC
テレビでも報道されたとのことである。






























17 集団，40-59 歳男女 5,000 人のランダムサンプルを対








































図研究史上初めての発見であるので NIPPON DATA が発






































宝箱とでも言うべき NIPPON DATA 他のデータセット
を託して頂いた上島弘嗣滋賀医科大学名誉教授に特に感
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